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お買いあげいたださ、ありびと5ございます。 

么ご使用の前に 


この r 取扱説明書」 をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に2〜3ページの r 安全上のごま意」は必ずお読みいただき、ち 
全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
とさにお読みください。 
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まを上のごを意 一はじめにお読みください一 


給表示について 


この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品を安全に正しくお使いいたださ、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。 
絵表示の意味をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 

A ま后、 

•この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、「死亡 
または重傷を負う可能性び想定される」内容を示しています。 

•絵表示の説明 

ま意をラなびす記号 行為を禁止する記 S 

AA m 

一般的ま意 感電 禁止 分解 

•この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、「傷害 
を負ったり物的損害び想定される」内容を示しています。 

§ 行為を指示する記号 

禁止水めれ禁止 一般的指示電源プラグを抜< 

A 警告 


異常時の注意 


■万一、次のような異常が発生したときは、そのまま使用 
しない。乂災や感電の原因となります。 

-煙び出ている、へんなにおいびするなど異常のとさ 
-内部に水や金属物び入ってしまったとさ 
•落としたり、キャビネットび破損したとき 
-電源コードび傷んだとさ 
(お線の露出、断線など） 

このようなとさは、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセント 
から抜さ、販売店に修理を依頼してください。お客様ご自身び修 
理することは危険です。絶対にやめてください。 


しない。义 

電源プラグを巧く 


電源コードに：; 


■電源プラグは根元まで確実に差し込む 

〇 •差し込みび不完全ですと、発熱したりほこり 

び付着して乂災や感電の原因となります。ま 
た、たこ足配線ちコードび熱を持ち危険です 
のでしないで < ださい。 

■電源コードを加工したり、無理な力を加えたりしない。 
また家具などの重い物をのせない 

•コードび傷つき、火災や感電の原因となります。 
/V A •お線び露出するなど、コードび傷んだ場合 
I N .7 は、使用を中止し、販売店にご相談ください。 

■電源プラグにほこりや巧れがついた状態で使用しない。 
また金属物を近づけたりしない 

•電気びほこりや巧れ、金属物を伝わり、乂災 
/V A や感電の願となります。 

1 VI •半年に一度は、プラグをコンセントから抜い 
て点検し、プラグとコンセントの間にたまつ 
たほこりや巧れを取り除いてください。 


ご使用につい 


■電源は交流 (AC ) 10 0 V を使う 

-この機器を使用できるのは日本国内のみで 
/V I す。自動車や船舶などの直流の C ) 電源に直 
1 X / 接つないだり、指定外の電圧や電源で使用す 

ると、乂災や感電の原因となります。 


fhis set IS 日 es 吃 ned for use in Japan only and can 
not be used in any other country. 


■機器の上に、液体の入った容器や小さな金属物をおかない 

•液体び内部に入った場合は、電気び液体や 
I 金属部を伝わり、乂災や感電の原因となり 
y ます。 

■機器内部に金属物や燃えやずいものを入れない 

- 乂災や感電の原因となります。 

A •特にお子様にはごを意ください。 

■本機の包装に使用しているポリ袋は、ルさなお子様の 
手の届<ところに置かない 

Q - 頭からかぶると窒息の原因となります。 

■ネジをはずしたり、分解、改造したりしない 

•内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因 
となります。 

-内部の点検や修理などは、販売店にご依頼く 
ださい。 

兮解鸟止 

■水をかけたりめ!5したりしない 

•機器を水びかかる場所で使用したり、水にめら 
す（つけるかける、こぼす）などして使用する 
と漏電によって火災や感電の原因となります。 

-万一、内部に水び入ったとさは、電源プラグをコ 
水めれ禁止 ンセントから抜き、販売店にご相談ください。 

■風呂、シャワー室では使用しない 

風呂場やシャワー室では使用しないでくだ 
さい。漏電によって乂災や感電の原因とな 
ります。 


■ネジをはず 

蠻 

分解禁止 
I水をかけた 

感 

水めれ禁止 
■風呂、シャ 

(§) 


水場での使用禁止 


■雷が鳴った5、アンテナ線や機器の金属部、電源プラグに 
触れない 

誘導雷により、感電の恐れびあります。 


€) 

接触禁止 
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A 警告 


設置につい 


■本機の置き方は 


A 


あお向け、横倒し、逆さま、通風孔をふさいだ 
り、風通しの悪い狭い所、などに設置すると、 
内部に熱びこもり、乂災の原因となります。 
機器は壁から2 日 cm じ(上、上面から] 日 cm 
じ(上、両側は2 日 cm じ(上の間隔をあけて く 
ださい。こもり、乂災の原因となります。 


A 迂局 


電源コードについ 


■電源プラグの抜き差しはプラグを持つ 


•コードを引っ張ると、コードに傷びつさ、乂災 
/V A や感電の願となることびあります。 


■めれた手で電源プラグを抜き差ししない 



• 感電する恐れびあります。 


めれ手禁止 


■熱器具に近づけない 


-コードの被覆び溶けて、乂災や感電の原因と 
I なることびあります。 

■移動ずるときは、接続したコードや電源プラグを抜く 


C •接続したまま移動すると、コードび傷つさ、 

乂災や感電の原因となることびあります。 

電源プラグを抜く 


設置•接続に：: 


■重量物の取りおい 


-本機は重量物なので、開捆や持ち運びは必ず2 
fV I 人(上で行ってください。誤った作業は、倒れ 
I たりしてけびの原因となることびあります。 


■湯煙や湯気の当たるところや湿気-ほこりの多いところ 
に置かない 


•電気び油や水分、ほこりを伝わり、乂災や感 
fN . 1 電の願となることびあります。 


■異常に溫度び高くなるところに置かない 


-機器表面や部品び劣化するほか、乂災の原因 
I となることびあります。 

I •直射日光の当たるところ、ス I -ーブの近くで 

は特にごを意ください。 


■機器の上に大きいらのや重いらのは乗せない 


•バランスび崩れて倒れたり、落下して、けび 
/ N . A の願となることびあります。 


_ A 江忌 

■不安定な場所に置かない 


•機器び落ちたり、倒れたりして、けびの原因 
1 となることびあります。 

■接続の前に接続する全ての機器の電源を「切」にして 
おく（電気プラグをコンセントか5巧いておく） 



• 電源び「入」の状態で接続すると、突然大 
さな音び出て聴力障害の原因となることび 
あります。 


■外部アンプと外部スピーカーの接続 


A - OUTPUKHIGH LEVEL ) に接続できるスピー 
力一は 、 INPUT 2 (HIGH LEVEL ) に接続したア 
ンプび許容でさる範囲のインピーダンスのスピー 
カーです。また、アンプの定格出力と同等 iiLb の 
定格入力のスピーカーをお使いください。 

-アンプとスピーカーの定格出力と定格入力や 
それぞれの定格インピーダンスび不適合の場 
合は、乂災や感電の原因となります。ご使用 
の際はそれぞれの取扱説明書をよくお読みく 
ださい。不明な点びありましたら、販売店や 
ヴービス窓□にご相談ください。 


ご使用につい 


■はじめか5音量を上ばずざない 


A •突然大さな音び出て、スピーカーを破損したり、 
聴力障害などの原因となることびあります。 

-あらかじめ音量(ボ U ユーム)を下げておさ、 
電源び入ってから徐々に上げてください。 


■長期間使用しないときは、安全のため、電源プラグを抜 


いてお< 


-旅行などで長期間使用にならないとさは、安 
_ 全のため必ず電源プラグを]ンセントから抜 

いてください。 

電源プラグを抜く 


お手入れに：: 


■お手入れの前には、電源プラグを抜く 


•電源を入れたままにしておくと、感電の原 
つ H となることび感電の願となることがあ 

ります。 


電源プラグを抜く 


■3 年に一度は内部の清掃を販売店に依頼ずる 


A •内部にほこりびたまったまま使用すると、乂災の 

原因となることびあります。特に湿気の多くなる 
梅雨の前に行ラと、より効果的です。 



欧州連合の IJ サイクルマークです。 
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特長 

■ 


■ 巧用上のごを意 


1. トランジェントの良い重低音を再生する、速度型 MFB 
(Motional Feed Back ) を搭載 

ボイスコイルに取り付けられたセンサーにより、振動板の動き 
を直接捉え、音楽信号に強力に追従させる速度帰還 MF 目ヴー 
ボを搭載しています。これによってトランジェントの優れた、 
音楽ソースに極めて忠実な低音再生を実現しました。 

また、内蔵ノのーアンプには専用設計の大出力 Class - D アンプ 
と□ーノイズで高効率な新開発スイッチング電源を使用し、八イ 
スピードで強力な駆動パワーを生み出すことに成功しています。 

2. 高剛性、高音速の SP パルプ振動板に力 a え EPDM フォー 
ムラノ (—エッジを採用した高能率 30 cm 

SP パルプを主成分とした腰のある振動板を、強力な磁気回路 
と已層構造のボイスコイ J レで駆動することにより、能率び高く 
過渡特性の優れたウー八一を実現しました。さらに本機では 
エッジの材質に軽量で□スの少ない EPDM フォームラバーを採 
用、躍動感びあり伸びやかな低音再生を実現しています。 

3. 高剛性な密閉型キャビネット 

最も入力信号に忠実であり、音楽をありのままに再現する密 
閉型構造を採用することにより、あくまで正確な低音再生に 
こだねりました。 

キャビネットの材質には下記を採用し、強固な構造としています。 



フ □ ント面 （ 3 日 mm 厚） 

天面 - 側面 - 底面 （ 2 日 mm 厚） 

SX-DW77 

MDF* 

パーティクルボード 

SX-DW7 己 

MDF 

MDF 


*Medium Density 円 berboard 


付属品の確認 

■ 

ご使用になる前に本機に添付されている付属品をご確認くださし、。 


■本機を美しく保つためには 


キャビネットやパネ j レ操作面び巧れたら柔らかい布でからぶき 
して < ださい。 

ちれびひどいときは、水または中性洗剤を少し布につけて店ぶ、 
あとはからぶさして<ださい。 

メタノー J レ等の溶剤を使用すると、表面の離び変化する場合び 
ありますのでご注意ください。 

■ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣 
近所に迷惑びかからないような音量でお聞さ 
ください。特に、夜はルさな音でち周囲によ 
く通るものです。窓をしめたり、へッドホン 
をご使用になるなどお互いに必を配り、快い 
生活環境を守りましょう。 

このマークは音のエチケットのシンボル 
マークです。 

■音場の改善 

•反射または共振を起こしやすい洋間では、 

厚手のカーテンやジュータンなどをお使い 
<ださい。 

また、スピーカーの正面（向かい側）び固 
い壁やガラス戸などの場合には、反射や定 
在波の発生を防ぐ目的で厚手のカーテンな 
どで吸音®理することをおすすめします。 

■フットの取付け方 

•本機をセッティングする場合、キャビネットの保護、滑り防止、 
およびキャビネットの振動を吸収しますので、フットを貼るこ 
とをおすすめします。 




•ス ピーカー コード （3 m ) . • 本 



•シグナルコード (5 m )- - •] 本 



• 電源コード...]本 


•フット • • .4 個 

\ _ J 




ミち意 


正常に動作しなくなる恐れがありますので、テストトーンや 
正弦波等、音楽信号 m 外は入力しないでください。 

過大な信号び入力された場合、保護回路が働き、音び出なく 
なる事があります。この場合は、一度電源スイッチを OFF に 
するか、電源コードを巧いて再度電源を入れ直してくださし、。 
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設置上のご注意 

■ 

■設置上のま意 

-前面は大きく開けてください。 

-側面は2日 cm じ(上開けてください。 

-上面は]日 cm iU 上開けてください。 

-裏面は2日 cm じ(上開けてください。 



■本機の置さ方 



設置例 


•キャビネットの変形-変色を防止するた 
め、直射曰光や湿気の多い所、冷暖房器の 
近くなどを避けて設置してください。 


•スピーカーの振動で八ウ U ングを起こすこ 
とびあります。でさるだけレコードプレー 
ヤーから離してください。 


•地震や衝撃などで倒れないように設置場所 
を十分考慮してください。 





•部屋の平行面に向けると、壁からの反射音等により打消しび生じ、 
低音び聴さ取りずらくなることびありますので、少し内側に向け 
て設置してください。 

•ホームシアターでの 使用時 、 U アスピーカーびル 型の場合、本機 
をリア側にも追加することをお薦めします。こうすることで、 
より迫力のあるヴウンドをお楽しみ頂けます。 


•本機はカラーテレビに対して色むらを起こさないように防磁® 
理をしてありますび、設置ち法によっては色むらび生じる場合 
びあります。設置の際は、 iU 下の点にごを意ください。 


1. 本機と一緒にテレビを使用する場合は、必ずテレビの主電源 
スイッチを切ってから設置してください。なお、テレビの主 
電源スイッチは切ってから少なくとも3日分後に入れるよう 
にしてください。 

2. テレビの種類によっては、色むらを生じることびあります。色 
むらを生じるときは、テレビより十分離して設置してください。 


•本機の近くで FM 放送や AM 放送をお聞きになると、電波の弱い 
状態ではノイズび増えることびあります。離して設置するか十分 
な電波の強さを得られる外部アンテナをご使用ください。 
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各部のを荷 I と機能 

■ 

■前面 



電源日 N のとさに点灯します。 




■背面 





INPUT 2 


PHASE 


VOLUME 


低音び豊かに聞こえる方に切り換えます。 
NORM : NORMAL 
REV : REVERSE 


組み合わせるスピーカーの 
能率に合わせて、音量の調節 
びでさます。 












% 



曹 


(hMGH LEVEL ) 

アンプの スピーカー 
出力を接続する端テ 
です。 


POWER I 

本機の電源日 N/OFF 
をします。 


CUT OFF FREQUENCY 

(カツトオフ周波数） 
メインのスピーカーとの音 
のつなびりを調節します。 

OUTPUT 
(LOW LEVEL ) 


OUTPUT ■ 

(hMGH LEVEL ) 

INPUT 2 (HIGH LEVEL) に 
アンプの出力を接続した場合には、 
この端テからアンプの出力びそのまま 


INPUT 1 (LOW LEVEL) に 
アンプの出力を接続した場合には、 
この端テから L と R び混合した 
アンプの出力び取り出せます。 


取り出せます。 


CUT OFF FILTER ■ = 

このスイッチにより CUT OFF ALTER® 

日 N と日 FF (THROUGH) を言受定します。 

(詳しくは]日ページの r 音の調節」 を参照してください) 


INPUT 1 
(LOW LEVEL ) 

接続するアンプのモノ出力またはヴ 
ブウー八一出力やプ U アウトを接続 
する端テです。 


心 
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巧 



全ての接続作業が終了ずるまで、電源コードは 
電源コンセントに差し込まないでください。 


を意 


•アンプと接続する際は必ず、アンプ側の電源を切ってか5作業してくださし、。 
• 本機の「 INPUT 1 」、「 INPUT 2」は同時に使用しないでください。ノ 
イズび増えたり故障の原因となります。 

•本機の「 INPUT 1」とアンプ等の REC OUT (録音出力）端子は接続し 
ないで < ださい。 


担 


ちよつと一 言 


接続するアンプ等にサブウー八一出力端子、プ U ア 
ウト出力端子の両方びある場合、サブウー八一出力 
端子と接続することとをおすすめします。また、ど 
ちらの出力端子ちない場合は、スピーカー出力端子 

と接続をしてください。 

V. 


ノ 


■ 本機を1台接続ずる方法 

①アンプにサブウー八一出力、モノ出力のある場合。 
•付属のシグナルコードをご利用ください。 

ヴブウーノ \一出力端子 
I (モノ出力） 1 

r ァンプ 

。 〇 卡 i 

I 口 し ■ I 口 

③アンプに PRE 日 UT (プ U アウト）出力のある場合。 



③アンプにヴブウー八一出力、 " E ノ出力びなく、スピーカー出力び]系統だけある場合。 
•付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 




④アンプにヴブウー八一出力、 " E ノ出力びなく、スピーカー出力び2系統あり、同時出力び可能な場合。 
•付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 








































































































































































































































接 

(つづを） 

全ての接続作業が終了ずるまで、電源コードは 
電源コンセントに差し込まないでください。 

■ 



■ 本機を 2 台接続ずる方法 

①アンプにサブウー八一出力 、 f ノ出力のある場合。 

•付属のシグナルコード（付属は]本です）をご利用ください。 



③アンプに PRE 日 UT (プ U アウト）出力のある場合。 

•付属のシグナルコード（付属は]本です）をご利用ください。 



③アンプにサブウー八一出力、 f ノ出力びなく、スピーカー出力び]系統だけある場合。 
•付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 



夕 




































































































































































































































④アンプにヴブウー八一出力、モノ出力びなく、スピーカー出力び2系統あり、同時出力び可能な場合。 
•付属のスピーカーコード（付属は2本です）をご利用ください。 



■電源コードの接続（ずべての接続が終わった！ 5) 

リアパネル部の AC IN 端テに電源コードのコネクター部を差し込んでから、電源プラグを家庭用コンセントに差し込み 
ます。 

•付属の電源コードを使用します。 

•付属の電源コードには電極の片側にマーキング（※図 A ) び入っています。これは各機器の電源コードの極性を合わせ 
ることによって、よりよい音質を得るためのものです。 

屋内配線や電源事情により異なりまずび、一般的にはコンセントの差し込み□の長い方にマーキングびくるよラに 
差し込みます。 

•アンプの AC 日 UTLET に差し込む場合は AC 日 UTLET の使用可能電力び本機の消費電力 （9 日 W ) (上あることを 
確認してください。 

家庭用コンセント 



日 I ミち息1 -\ 

-お状の違いによる故障や事故を防止するため、指定 m 外の電源コー 
ドは絶対に使用しないでください。 

-付属の電源コードは、本機 m がの機器には使用しないでください。 

\ _ / 


•付属の電源コードのプラグには、片側に「極性合わせマーク 
(〇 o ) j び付いています。電源の極性を合わせ、よりよい音質を 
得るために、電源プラグを差し込むとさは、「極性合わせマーク 
(〇 〇)」びコンセントの差し込み□の長いちになるよラに接続 
してください。 

’電源は家庭用の AC コンセントから直接取るよラにしてください。 
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50. 


40 丄 



10 20 


50100 200 500 1k 2k 

周ぶ数 （ Hz) 


5k 10k 20k 50k 100k 


中型フ □ アタイプスピーカー + SX-DW77/SX-DW7 己 
CUT OFF FREQUENCY 40 Hz 


50- 


40- 


10 20 50 100 200 


5001k 2k 
周ぶ数 （ Hz) 


5k 10k 20k 50k 100k 


ル型スピーカー + SX-DW77/SX-DW7 己 
CUT OFF FREQUENCY 80 Hz 


♦ここに示した組み合わせ例は代表的なもので、これ m 外にもお好みによりいろいろな使い方び考え5れます。 


100-r 


100 


音の調節 


■音量の調節 

メインのスピーカーとのバランスをとるために音量を調節します。 

/ - 本機の VOLUME つまみを MIN の位置にします。 

個一 1) 

と アンプの音量を普段聞いている程度にし、音楽を 
再生します。 

本機の VOLUME っまみを回して、メインのスピー 
カーの音量とバランスの取れる位置にあわせます。 

個一 2) 


广 VOLUME つ 

1 


厂 V0LUME-| 

0 
MIN MAX 


0 
MIN MAX 


図一 


図一 2 


•本機とメインのスピーカーとのバランスをとった後は、 
アンプのボ U ュームを使って、メインスピーカーと同様 
に本機の音量を調節することびでさます。 


■ PHASE スイッチ 

低音び豊かに聞こえる状態に設定します。 

- PHASE スイッチ 

: NORMAL 

(通常はこちらの状態で、ご使用ください） 


I— * * —I 

NORM REV 


PHASE 

□s 

NORM REV 


: REVERSE 

(低音び不足しているときは、こちらをご使用ください） 


■ CUT OFF FILTER の使い方 

CUT OFF FILTER スイッチの日 N/OFF (THROUGH) を設定します。 ON 設定時は、 CUT OFF FREQUENC 丫つま 
みにより、カットオフ周波数の調節び行えます。 


CUT OFF FILTER スイッチ 

CUT OFF ； Q|\| 

(本機でカットオフ周波数の調節をする 
場合は、こちらの状態でご使用ください） 


i 志 C 


: OFF (THROUGH) 

(再生機器側でカツトオフ周波数の調節を行う場合 
は、こちらの状態でご使用ください） 


备スピーカータイプによる特性図 （CUT OFF FILTER ON での使用） 



■ CUT OFF FREQUENCY つまみ 

メインのスピーカーと本機との音のつなびりをこのつまみで調節します。お持ちのスピーカーびル型で中低域び不足 
している場合は、周波数を高めに設定します。 


■ CUT OFF FREQUENCY の使い方の目安 


40 Hz 
80 Hz 
120 Hz 


□径 3 日 cm (上の大型スピーカーと組み合わせる場合。 
□径]日 cm 程度のル型スピーカーと組み合わせる場合。 
□径]日 cm 下のマイク□スピーカーと組み合わせる場合。 
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rCUT OFF-, 
FREQUENCY 


80Hz 



40Hz 120Hz 









































































































-40- 


-50- 


10 20 50 100 200 5001k 2k 5k 10k 20k 

周波数 （ Hz ) 

入力：日.日] V (LOW LEVEL IN) 

距離： 1m 

(CUT OFF FILTER-OFF、INPUT LEVEL-CENTER) 
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仕様 




種類：パワードサブウー八一 


使用 スピーカー 
再生周波数帯域 

入カインピーダンス 

入力端子 

出力端子 

電源電圧 
内蔵アンプ最大出力 
消費電力 
最大外形寸法 

質量 

付属品 


密閉型/防磁形 （ J 曰 TA ) 

30 cm コーンスピーカー 
16 Hz -250 Hz 
(CUT OFF FILTER OFF 時） 
k 0 ( LOW - LEVEL ) 

440 0 ( HIGH - LEVEL ) 

INPUT 1( LOW - LEVEL ) 

INPUT S ( HIGH - LEVEL ) 
OUTPUT ( HIGH - LEVEL ) 
OUTPUT ( LOW - LEVEL ) 

AC 100 V 50 Hz /60 Hz 
600 W 
90 W 

(横幅） 390 mm x (高さ） 390 mm x 
(奥行き）445 mm 
25 kg 

スピーカーコード （2 本） 

シグナルコード （1 本） 

電源コード （1 本） 

フット （4 個） 


(を）本機の仕様および外観は、改善のために予告なく変更する 
ことびあります。 


-50- 


10 20 50100 200 500 ル 2k 5k 10k 20k 

周波数 （ Hz ) 

CUT OFF FREQUENCY 特性 


-40 


故障かな？とお 5 前に 

■ 


症状 

原因 

処置 

電源び入らない！ 

電源コードびコンセントから抜けていませんか？ 

電源コードをコンセントにしっかり差し込んで 
ください。 

音びでない！ 

ボ U ュームつまみび MIN になっていませんか？ 

ボ U ュームつまみを適当な音量になるまで、 
回してください。 

接続のしかたをまちびっていませんか？ 

接続のしかたを確認して < ださい。 

(7 〜9ページを参照してください） 

保護回路び働いていませんか？ 

電源を入れ直してください。 

(4 ページの注意文を参照してください） 

八ウリングをおこす 

設置のしかたは大丈夫ですか？ 

設置のしかたを確認して < ださい。 

(己ページを参照してください） 

音量を大さ< しすぎていませんか？ 

ボ U ュームつまみを八ウ U ングびな<なる 
まで、 MIN の方向に回してください。 




W W 8 
レスポンス服 


図 

性 

待 


W W 撕 
音圧•歪レベル犯 


II 



































































































保証とアフター ヴー ビス 


08 ^ずぉ読みくださぃ） 




保証書（別添） 

保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ 
い。 r お買い上げ日-販売店名」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管してく 
ださい。 

-保証期間- 


お買い上げの曰か51年間 


補修用性能部品の最低保有期間 

本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧切り 
後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの 販売店にご相談ください。 

ご転居等、保証書記載のお買い上げ販売店じご依頼になれない場合には、添付の 「ビクターサービス 窓 □案内」 をご覧のうえ 
最寄りの r ご柜談窓□」じご柜談ください。 


修理を依頼されるときは 

お買い上げの 販売店に 修理をご依頼ください。 


出張修理 




修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。 


修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に 
より有料で修理させていただきます。 


ご連絡していただきたい内容 


修理料金の仕組み 


品 名 

パワードサブウー八一 

型 名 

SX - DW 77 

SX - DW 75 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住所 

がおの目印等も併せてお知らせ<ださい 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望日 


便利メモお買い上げ店名 ) _ 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件費、測定機器等設備費、故障診断、 
修理および部品交換、調整、点検にかかる費用でず。 

十 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合もありまず。 

十 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣するための費用です。 
別途、駐車料金をいただく場合があります。 


相談や修理は 


ビクター製品についてのご相談や修理のご依勵ホ、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談くださし、。 


修理などのァフターサービスに関するご相談 

ビクターヴービスエンジニアリング株式会社 


お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 


添付の 「ビクターサービス 
窓□案内」をご覧ください。 


函 0120-2828-17 

携帯電話 - PHS • FAX などからのご利用は 

電話 （04 已） 450-8950 
FAX (045) 450-2275 

干22 1-8 已28横お市巧奈川区守屋町 F 3- 12 


ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、 
お客様の同意なく個人情報を第兰者に提供または開示することはありません。 

ビクターホームぺージ http://www.jvc-victor.co.jp/ 

日本ビクター株式会社 

干221 -8 日28横お市神奈川区守屋町 3- 12 


© 2006 Victor Company of Japan , Limited 
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